
 

 

                                              

         

 

 

         お 母 さ ん  

  久しぶりに“ 愛 文 ” を書いてみませんか？ 

 

“ 愛 文 ”を書いていただく相手の方は 

あなたが 一番 愛おしく想っている方 

さて 誰を思い浮かべますか？ 

親の会ですので、勿論 『障害をもつ我が子』です。 

内容は問いません。 

できれば 手紙調 にしていただければ幸いです。 

 

お母さんが書いてくださった “ 愛 文 ” 

もしかしたら・・・ 

私たちの子供は・・・ 

親の文（ふみ）を読むことが出来ないかもしれません。 

親の願いを理解してくれないかもしれません。 

それでも、良いじゃないですか 

私たち、言葉がなくても・・・ 

繋がる 『絆』 を持ち合わせていますから 

お互い 必要としている 『家族』ですから 

 

もし 出来れば・・・ 

お母さんの “愛情綴り” を多くの方に詠んでいただきたいのです。 

障害をもつわが子への “愛の文” 

障害をもつわが子への “永遠の願い” 

これは、お母さんだからこそ出来る 

“障がい者理解の教科書”となるのではないでしょうか。 
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